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る推薦者としての内容紹介発表． (2006年12月, 東
京 主婦会館プラザＦ). 

7) 渡邊邦夫 (2006) ニホンザルと里山の自然. 犬山市
民総合大学 (2006年 10月, 犬山里山学センター). 

8) 渡邊邦夫 (2006) 失敗した国立公園の運営：インド
ネシア，中部スラウェシ州ローラ・リンドゥ国立

公園の例から. 第 178回中部人類談話会 (2006年
11月, 椙山女学園大学椙山人間学研究センター). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人類進化モデル研究センター 

景山節（教授・センター長併任） 
松林清明（教授），上野吉一（助教授） 
鈴木樹理（助教授），宮部貴子（助手） 
熊崎清則，阿部正光，釜中慶郎（技術専門職員）

前田典彦，渡邉朗野，森本真弓，兼子明久， 
渡邉祥平（技術職員） 
上野寛子（教務補佐員），安江美雪（技術補佐員），

竹元博幸（非常勤研究員） 
東濃篤徳，小倉匡俊（大学院生） 
 
霊長類研究所の善師野第 2キャンパスにおけるリ

サーチ・リソース・ステーション(RRS)の施設整備が予
定通り進められ，大型コロニー，育成舍，管理棟，調整

池などが出来上がった．RRS計画は霊長類本来の特性を
維持した多様な種を生息環境に近い条件下で動物福祉

に配慮して飼育し，新たな霊長類研究の推進をおこなう

ものである．人類進化モデル研究センターはサル類の飼

育管理を担当するとともに，新たな研究用霊長類の創出

育成のため研究を推進することとなった．RRS計画の中
ではナショナルバイオリソースプロジェクトの一部で

あるニホンザルバイオリソース(NBR)計画に，ニホンザ
ルの繁殖と供給をおこなうことで協力している．18年
度までに NBRのニホンザルは母群総数 58頭であり，13
頭の繁殖が見られている．また，RRS業務が平成 19年
度から始まるにあたり，技術職員と非常勤職員の再配置

をおこなった． 
飼育管理面で大きな出来事としては，チンパンジー

のレオが 2006.9.26の朝に脊髄炎で倒れ，長期に渡って
治療や介護が続けられている．症状の改善はあるものの，

体の麻痺や床ずれがあり，介護に職員の動員体制が続い

ている． 
人事面では助手として 2006.5月に宮部貴子が着任

した．また RRS計画により技術職員に 1名の増員があ
り，2006.6月に渡邉祥平が採用された．2007.1月には獣
医師西脇弘樹が育児休暇中の職員として採用された．非

常勤職員には以下の移動があった．サル飼育担当の小澤

美香，伊藤弥生技能補佐員が退職し，新たに飼育担当と

して山根若葉，江口聖子技能補佐員が採用となった．ま

た RRSに関する研究担当として竹元博幸氏が引き続き
非常勤研究員に採用された． 
 
＜研究概要＞ 

A）サル類の生殖戦略に関する組織学的研究 
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松林清明 
オス生殖機能の進化を生殖器構造の面から検討す

る目的で，東海大学医学部との共同研究として各種サル

類の精巣微細構造の組織学的検索を進めている．特にヒ

トを含む大型類人猿に的を絞り，精巣試料収集と組織標

本化を行い，造精機能の詳細な解析を行っている．   
 

B）新しいサル放飼場の開発に関する研究 

松林清明，熊崎清則，竹元博幸 
豊かな飼育環境を持った放飼場でのサル飼育管理

のあり方を検討するため，サルの観察や捕獲，樹木食害

防止，水質保全などの方法を検討している．18年度は
リサーチリソースステーションの建設に当たり，これま

での蓄積を生かしたフェンス構造や排水循環の方式を

導入した． 
 

C）胃ペプシノゲンの研究 

景山節 
食性の異なる動物のペプシノゲンの比較研究の一

環として，ヒト（雑食）とイヌ（肉食）における酵素機

能解析を進めた．イヌがコラーゲン消化のため他の動物

にはない特殊なペプシノゲンを持つことが明らかとな

り，その構造的な特徴を明らかにした． 
 

D）サル類の疾病遺伝子の解析および飼育環境評価 

景山節, 安江美雪 
いくつかの疾病遺伝子変異の PCRによる検索の予

備的研究を継続した．また官林，善師野キャンパス放飼

場内の水質について pH，COD，細菌数を中心に定期的
なモニタリングを継続し環境評価を進めた． 

 

E）ニホンザル発達過程における脳および他の組織での
カルレティキュリンの発現 

東濃篤徳, 景山節 

昨年度開発したカルレティキュリン(Crt)ELISA法
を用いて，ニホンザル各組織での Crtの分布と発達過程
での変化を調べた．脳では発達にともない増加する傾向

が見られたが，肝臓，肺，心臓などの組織では新生児で

高い値を示し，発達とともに減少した． 
 

F）霊長類におけるシラミと宿主の共進化 

Natalie Leo（学振外国人特別研究員），景山節 
類人猿やヒトのシラミが宿主とどのような進化関

係にあるのかについて解析を進めた．特にヒトシラミの

系統についてはアフリカ系とヨーロッパ系があること

を明らかにした． 
 

G）ニホンザル放飼場における環境エンリッチメント 

上野吉一，戸塚洋子（思考言語分野） 
ニホンザル放飼場（第 3放飼場）において，3次元

構築物の利用に関する調査をおこなった． 
 

H）ニホンザル放飼場群の移動および注射協力訓練 

上野吉一，戸塚洋子（思考言語分野） 
放飼場で飼育されているニホンザルに対し，人の指

示にしたがい簡便にかつ短時間で移動をさせる訓練法

の開発をおこなった．また，捕獲域に移動したサルに対

し，注射への協力訓練法の開発をおこなった． 
 

I）動物園における類人猿の環境エンリッチメントに関
する調査 

上野吉一，戸塚洋子（思考言語分野） 
天王寺動物園と旭山動物園において，チンパンジー

とオランウータンの環境エンリッチメントの効果を評

価することを目的として調査をおこなった． 
 

J）アフリカゾウの環境エンリッチメントに関する調査 

上野吉一，戸塚洋子（思考言語分野） 
東山動物園において，アフリカゾウの環境エンリッ

チメントの効果を評価することを目的として，動物園ボ

ランティアの協力をもとに調査をおこなった． 
 

K）フサオマキザルにおける Contrafreeloadingに関す
る検討 

須田直子，上野吉一 
フサオマキザル（Cebus apella）において，簡単に

手に入る食物よりも手間暇の掛かる食物を主体的に選

択する現象（contrafreeloading）が表出するかを検討し，
表出することを明らかにした． 

 

L）サル類成長の生理学的および形態学的研究 

鈴木樹理, 加藤朗野, 前田典彦,  
濱田穣（形態進化分野）, 打越万喜子（思考言
語分野） 

昨年調べた 7歳令のニホンザルを引き続き縦断的
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手法を用いて性成熟期の成長関連ホルモンの分泌動態

を調べた.また,1998年及び 1999年生まれのアジルテナ
ガザルのオスについて,性成熟過程の詳細を明らかにす
るために引き続き縦断的に血中成長関連ホルモン定量

と生体計測を行った. 
  

M）サル類のストレス定量および動物福祉のための基礎
研究 

鈴木樹理, 上野吉一, 友永雅己（思考言語分
野) 

実際の飼育環境でのストレス反応を定量すること

とその軽減策の検討のために,心理的・社会的ストレス
が生体に及ぼす影響について神経・内分泌系の指標を用

いて明らかにする研究を進めた．また非侵襲的手法によ

るストレス定量のために糞中コーチゾル測定系を確立

した. 
  

N）マカクの麻酔法に関する研究 

宮部貴子 
飼育下ニホンザルを対象に，メデトミジン，ミダゾ

ラムおよびブトルファノールの組み合わせによる麻酔

法の効果と呼吸循環動態への影響を検討している． 
 

O）サル類の疾病に関する臨床研究 

宮部貴子 
飼育下のサル類の自然発症疾患に関して，レトロス

ペクティブおよびプロスペクティブな臨床研究を行っ

ている．特に呼吸器系疾患および消化器系疾患に焦点を

当てている． 
 
＜研究業績＞ 
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